




「令和の灯」 細井英治



「碧い交信」 細井英治



「夏空」 ⼤⾒ 宏



「⾥の⾵景」 ⼤⾒ 宏



「涼しそうです」
永⾕⽂⼈



「10,000年活きます」
永⾕⽂⼈



「姫路の500羅漢」 ⻘⼭⻯也



「季節外れのカタツムリが
我が家にやってきた」

⻘⼭⻯也



「おわら⾵の盆」
丸⼭光夫



「おわら⾵の盆」 丸⼭光夫



「猫とアートの豊島にて」 恒川憲⼀



講評⼀覧を作成しました
希望の⽅はお申しつけください













































ご出品ご投稿
ありがとうございました

写真同好会 恒川憲⼀



第1回 写真同好会 展⽰会 作品写真講評 フォトグラファー⻄川⽂章 2019.9.19
No. 作品 会員 題名 撮影⽇ 場所 撮影メモ 講評

① 令和の灯 19年8⽉3⽇
安城七⼣まつり会場

にて
⽵燈籠のあかりが幻想的です

② 碧い交信 19年8⽉3⽇
安城七⼣まつり会場

にて
⻘い灯りが流れるように感じる

③ 夏空 19年8⽉25⽇ 北⼋ヶ岳
北⼋ヶ岳⾼原をハイキング。グロテスクな溶岩と夏
空のコントラストが気に⼊っています。

④ ⾥の⾵景 19年8⽉26⽇ ⻑野県安曇野市
信州安曇野の⼤王わさび農場の⾵景です。北アルプ
スの麓の豊かな⽔の流れと⽔⾞のある⾵景に癒され
るひとときでした。

⑤ 永⾕ ⽂⼈ 涼しそうです 奄美⼤島 奄美の住居(昔)です。とっても⾵通し良さそう

南国の東屋でしょうか。�安定した構図になって居ます。�これも⻩⾦⽐
になってますね。�やっぱり天性のものですね。�難を⾔えば、光か
な、、、、。�⻲の写真もそうなのですが、曇っている時の撮影だと思う
のですが、全体にコントラストが無い写真になってしまって居ます。�例
えば光がさせば、より⼀層⽴体感が出たと思います。�写真にとって光は
重要なファクターですので、撮る時間帯が最も重要になると思います。よ
く⾔われますが、例えばマジックアワーの時間帯もいい光になりますよ
ね。

⑥ 永⾕ ⽂⼈ 私、10,000年活きます 奄美⼤島 奄美⼤島の⽔族館で出会いました
フレミングがとても良い良く取れていと思います。⻩⾦⽐分割が出来て居
ますね。�この辺りはよほど意識するか、天性的に感覚がすこぶる良いか
ですね。�今後も頑張って写真を撮って下さいね。

⑦ ⻘⼭ ⻯也 姫路の５００羅漢 姫路

お地蔵さまが沢⼭いらっしゃいます。�こんなに並んでいるのは圧巻です
ね。�写真の左側の⽣垣が邪魔ですね。画⾯が⼆つに分かれてしまいま
す。�お地蔵さまを斜めにから撮影しているので、お地蔵さまの存在感が
薄れている様に思います。出来ればここはお地蔵さまを正⾯から捉えたい
所ですね。写真、全てがお地蔵さまで埋まるくらいだともっと迫⼒ある⼒
強さが表現出来たと思います。�もう⼀回チャレンジしてはいかがでしょ
うか︖�

⑧ ⻘⼭ ⻯也
季節外れの
カタツムリが
我が家にやってきた

⾃宅

カタツムリを撮りたかったですよね。�写真上グリーンは良いのですが、
残念な事にレンガの存在感が気になってしまって⽬線が、カタツムリと分
散されている様に思います。出来ればもっとカタツムリをアップ撮りたい
所ですね。花とか⾍とかの⼩さい物はマクロレンズとかでグーンと寄って
撮るととても⾯⽩い⾒え⽅をしますので⼀度挑戦して下さい。�

⑨ おわら⾵の盆 富⼭

⑩ おわら⾵の盆 富⼭

⑪ 恒川 憲⼀ 猫とアートの豊島にて 19年8⽉18⽇
瀬⼾内芸術祭

豊島

猫の島と⾔われていますが、特に沢⼭いなかった。
ただ海岸沿いの⺠家の影で熟睡してるのを⾒ると、
猫には幸せな場所なのかもしれない。

猫が軒下に置いてある⾃転⾞の間でお昼寝をしているのでしょか︖⾃転⾞
のスポークを利⽤して、外敵から⾝を守りながら熟睡なのか、うたた寝な
のでしょうか、リラックスしている様⼦がとても良く伝わって来ますね。
�構図的には下側のコンクリートの空きが少し多過ぎて、猫ちゃんに視点
が⾏きにくくなっている様に思います。もう少し引いて猫と⾃転⾞との関
係性が表現出来たらより良かったと思います。�

総評

写真が上⼿なるには、
その1
写真を撮る事はマイナスの作業だと思っていて、要らないものをトリミングして⾃分の思っている事、⽬に⾒えた事を伝える事だと思っています。
そうする事で写真が整理され、より主体がはっきり明確になっていきます。
そして、これもかなり重要なのですが「光」を意識する事です。太陽位置を意識する事、照明の光を意識する事です。
そうする事で、より⾒た⽅が撮影者の思いを感じる事が出来ると思います。
 等々ありますが、今回はここまで、、、。
 続きはまたの機会でお話しします。

何処かのイルミネーションでしょうか。
アップと引きを撮ってあります。�こう⾔った被写体を撮る時の良いアプ
ローチだと思います。�ただ、こういった被写体は写真的な要素が少な
く、光と構図だけになりますので、それだけに集中しなければなりません
ね。�被写体を実像だと考えずより妄想的に⾒ることが必要だと思いま
す。�なので、引きの写真は引きすぎていて、余分なものが⼊り過ぎて変
にリアリティーが出てしまっています。出来ればリアリティーの無いグラ
フィカルに捉えるとより⼀層美しい写真になると思います。

初夏、⾼原に⾏かれて撮られた写真でしょうか。�初夏の清々しさを感じ
ますね。�岩の写真ですが、ラクダに⾒えるのは私だけでしょうか︖もし
ラクダ岩を撮りたかったのならば、少し画⾯を整理されると良かったと思
います。どうしても、遠くの⼭の稜線とか右にある鉄橋とかが岩に重なっ
て岩のシルエットを解りずらくして居ますね。�思い切って下から⾒上げ
て、ラクダ岩と⻘空だけにしてみてはどうでしょう。�⽔⾞⼩屋ですが、
少し、寄り過ぎて詰まった様に感じます。もう少し引いて広い写真にした
⽅がより遠近感が出てのどかな⾵景が伝わる様な気がします。

ライトアップされてるせいで、周りが暗く落ち込んで踊り⼦の列に良く
フュチャーされストレートに踊り⼦が⽬に⼊って来て、�踊りの様⼦がと
ても良く伝わって来ます。�流⽯に暗場所での撮影で踊り⼦の⼿元だとか
が微妙にブレてしまった様です。技術的には、感度設定(ISO感度の意)を
上げるなどしてシャター速度を上げてブレを⽌めたりすると良かったかも
しれませんね。�三脚を⽴てて撮影されてる様なので、逆にもっとブラし
ても⾯⽩いかも知れませんね。�

細井 英治

⼤⾒ 宏

丸⼭ 光夫
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